
活動内容と成果
脱炭素社会の構築に向けて、最新の省エネ情報や政
策・措置について、国内の自治体や産業界、市民団体
などからヒアリングして情報収集した。これらの情
報をもとにして、2050年の脱炭素社会の実現可能性
をシミュレーションする「CASA2050モデル」の作
成を進め、CASAモデル研究会を開催した。また、
COP25（スペイン）に代表を派遣し、脱炭素社会の
構築に関する国際的な情報も収集した。とくに三つ
の自治体とは脱炭素社会に向けた政策づくりと市民
啓発について意見交換し、今後の協働活動を協議し
た。

活動内容と成果
山形の地域・住民参加型の再生可能エネルギーセミ
ナーイベントの開催
●�地域や住民参加型のテーマで「やまがた自然エネ
ルギー学校2019」を9回開催して延べ611人の参
加
●�山形県内で、地域や企業、農家が主体的に行う再生
可能エネルギーの取組み、実践事例を創出
山形の地域特性・住民が取り組む再生可能エネル
ギーに関する相談対応や情報発信
●�県内で活動する団体や企業、自治体と協力し、相互
に相談しながら現地調査を実施し事業化支援を実施
●�イベント・セミナーの概要を団体のホームページ
で発信

課　題
脱炭素社会の実現のために、日本における2050年の
温室効果ガスの削減可能性を検討・提言し、それが
実現可能であることを市民に広く啓蒙していくこと。

目　標
2050年80％以上の温室効果ガスの排出削減が可能
であることを示し、脱炭素社会の実現に向けて自治
体や中小企業などとの協働、市民への啓発活動を推
進していくこと。

課　題
豊かな自然資源に恵まれる山形県で住民・事業者・
行政が主体的に関わり地域特性に適した再生可能エ
ネルギーの利活用を推進するため学ぶ機会の創出が
必要である。

目　標
山形県内の各地域や住民による再生可能エネルギー
に関する学びや実践導入を促進し、地域資源を活用
することによる地域循環共生圏の形成に寄与してい
く。

（認特）　地球環境市民会議（CASA)

やまがた自然エネルギーネットワーク

2050年80％以上削減の実現可能性と政策
措置、自治体、中小企業・市民との協働活動
の構築

地域で持続可能なエネルギーを学び
実践する「やまがた自然エネルギー学校」

COP25展示ブースにて台湾のNGOと

県内外の企業、行政、住民がセミナーに参加

CASAモデル研究会の様子

地域の森林管理方法の現地見学会
の様子

調査研究

ひろげる助成

1年目

協働した自治体数 3 件

イベント開催数 9 回

世界の研究機関や
NGO等情報収集 2 回

イベント参加者数 611 人

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 25 ％

目標達成度 66 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
地域レベルの脱炭素社会に向けた取
組みを進めるために、対象となる自
治体や産業界とコンタクトして協議
すること。

■工夫した点
自治体や産業界と協議するために、
脱炭素社会の重要性、CASA提案の
方向性や成果物のイメージを用意し
て臨んだこと。

■苦労した点
地元の支援者、企業、行政と協力し
て運営・実施しており、スケジュー
ル調整や対応人材の調整に苦労する
時があった。

■工夫した点
当団体の取組みや資料作成について
は地域情勢を踏まえ、分かりやすく、
参加しやすい雰囲気作りをしてい
る。

「CASA2050モデル」を作成して脱炭素社会の実現可能性を示し、それをもとにし
て自治体や企業・産業界を対象に、脱炭素社会に向けた情報収集と意見交換を進
め、産官民の協働に取り組んでいく。

山形県に住む県民やNPO、民間企業と連携して、地域主体となる再生可能エネル
ギーの取組みを支援するとともに地球温暖化防止活動の推進につなげていく。

今後の
展望

今後の
展望
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